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論 文 審 査 の 結 果 の 要 旨
本論文は,膝関節と股関節における衝撃荷重下の応力波の伝播機構を実験と有限要素解析によって調べ
ることにより,半月板,関節軟骨,海綿骨等の各組織の機能及び人工関節置換の影響を究明したもので,
得られた主な成果は次の通りである｡
(1)膝関節において,静荷重時には主として皮質骨から関節軟骨を経て相手側の皮質骨に応力が伝達され
るのに対し,衝撃荷重時には主として海綿骨から関節軟骨,半月板を経て相手側の関節軟骨,海綿骨に応
力波が伝播することを明らかにした｡実験によってその結果を確認するとともに,半月板切除手術の関節
機能に及ぼす影響を解明した｡
(2)膝関節に衝撃荷重が加わると内側部の海綿骨において応力波の立ち上がりが早く,この部位で高い圧
縮応力が生じることを明らかにし,関節症の予防と治療の指針を与えた｡
(3)人工膝関節に置換した場合には,衝撃荷重によって関節下の海綿骨に応力の集中する部位と応力の低
い部位が生じることを実証した｡
(4)従来の人工股関節では衝撃荷重により寛骨臼の直下に応力集中を生じるのに対し,人工軟骨を有する
表面置換型人工股関節の応力分布は生体関節に近いことを実証した｡
以上要するに,本論文は膝関節と股関節に衝撃荷重が加わる場合の応力波の伝播機構を理論と実験の両
面から調べた結果,応力分布が従来の静解析の結果と著しく異なることを明らかにしたもので,バイオメ
カニクスの分野において新しい知見を与えるとともに関節症治療の指針を与えており,学術上実際上寄与
するところが少なくない｡よって,本論文は博士 (工学)の学位論文として価値あるものと認める｡
また平成9年 2月24日,､論文内容とそれに関連した事項について試問を行った結果,合格と認めた｡
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